












































































































































































































n.O U.I n.1 U.T 21.4 
15.5 c m 
















































































Qp=Bx Lx qf (2) 
Qs口 2D(B十L)Cα/3 (3) 
ただし，q酌fは箱型基礎底部の樺限支持圧でで、
次式で与えられる幻









qaヱ (1/Fs) {(l+0.2B/ L) (1 +0.4tan-1 


















































































(q = 1. 58tf/m') 


























嘩百世帯管事官軍語主 q (tfl.') 
4 6 。!マ手首
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0.0 0.5 1.0 
経過時間(s)
1.5 2.0 
思-12 各転戦間にかかる重蔵荷璽のま望論値(速度0.25m/s，第 1~第 2~伝輪i湖231









図-13 各転翰悶にかかる黍痘袴震の環論健(速度0.50111/S，第 1~第 2 転輪銅231


























4 . 4 英機試験結果および理論値との比較
図-14および密 15は走行速度がそれぞ
れ0.25111/8および0.50111/8の時の各転輪
国一14 各転翰簡にかかる議直袴璽の実測値(速度O.25m/s，第 1~第 2 転輪開231





問m，第 2~第 3 転輪開168mm，第 3~第 H三輪i註]231mm)
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